
1．はじめに
　Yasin Tepe Archaeological Project（YAP）は、イラ
ク共和国クルディスタン地域スレーマニー（スレイ
マーニーヤ）県南部、シャフリゾール平原に位置する
ヤシン・テペ遺跡の調査を 2016 年より実施している。
2020 年度は、第 5 次フィールド調査を実施する予定
であったが、他の多くの調査団と同様、コロナ禍のた
め現地への渡航ができず、日本において研究を進めた。
ここでは、その成果について簡単に紹介する。
　フィールド調査以外では、中部大学において令和 2
年度・文化遺産保護国際貢献事業「イラク・クルディ
スタン地域における文化遺産国際協力拠点交流事業」
が採択された。この文化庁委託事業では、スレーマ
ニー博物館の音声ガイドおよび紹介ビデオ、さらに研
修用の冊子作成を含む様々な文化遺産保護活動を展開
した。本来であれば、現地における人材育成研修やイ
ラク人専門家の日本への招へいを考えていたが、コロ
ナ禍によりやむを得ず計画の一部変更を余儀なくされ
た。
　従来は、治安の悪化などによる渡航制限があったが、
パンデミックによる渡航制限は、多くの調査団がそう
であるように初めての経験で、現在も新たな研究の展
開を模索している。ここでは、2020 年度の研究の進
展のうち、1）レンガ墓出土の人骨研究、2）衛星データ
を利用した景観研究、および 3）土壌分析による物質

研究の 3 つを述べる。

2．レンガ墓出土の人骨研究
　2017 年に発見した新アッシリア時代の未盗掘レン
ガ墓（図 1）は、2018 年以降出土遺物の保存修復と整理
作業が続けられているが、人骨についての生物考古学
的研究も進んでいる。これを担当しているのは宮内優
子（キプロス研究所）、および Kirsi O. Lorentz（キプロ
ス研究所）の両氏である。2019 年に現地における人骨
の清掃および分析を初めて実施したが、その後の研究
の展開をここで簡単に紹介したい。
　まず、以前報告したように、バスタブ型棺の内部に
は 4 名の人骨が埋葬されていた。その性別は男性 2 名、
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図 1　�2017 年に発見された未盗掘のレンガ墓（左）。2019 年
に範囲を広げて再発掘された。
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女性 2 名であった。このうち男性 1 名は、30 代から
50 代、女性 1 名は 20 代から 30 代と考えられること
が新たに判明した。棺内部の人骨に幼児骨は含まれず、
すべて成人骨であった。棺の上層にあった骨は、墓室
に流入した水に含まれる石灰質が凝固してトラバーチ
ンのような層を形成していた。また棺内部の骨は、ほ
とんどが緑色に変色していた。これは、棺の底に埋葬
されていた椀や装身具などの青銅製品が錆びて腐食し
たことにより骨が変色したと考えられる。
　棺内の骨の分析によれば、奇妙なことに上半身の骨
が圧倒的に多数を占め、下半身の骨は少ない状態で
あった。特に中足骨や足指骨は、中手骨や指骨と比較
すると少なかった。ちなみに頭蓋骨は 4 体分発見され
ている（図 2）。発掘調査では、すべての骨を回収して
おり、なぜこのようなことになったのか、今後の検証
が重要である。
　また、下層で出土した人骨には、椎骨が残されてい
ること、さらに、小さな指や足の骨も確認できること
から、二次埋葬ではなく、肉のある状態で一次埋葬さ
れたと考えられる。これは一般に二次的埋葬では、小
さな骨がほとんど発見されないからである。棺の大き
さが、140×70 cm と比較的小さなことを考えると、
おそらく足を折り曲げて、少々窮屈な姿勢で遺体が収
められていたと考えられる。
　アッシュールやニムルドから報告されているバスタ
ブ型棺は、多くの場合、1 体、あるいは 2 体の遺体が
埋葬されている。ところがヤシン・テペの場合はそれ

以上の遺体が埋葬されている。この埋葬習慣が、この
遺跡独自のものなのか、あるいはなんらかの理由で複
数体を埋葬せざるを得なかったのかについては、今後
の課題としたい。
　さて、パスタブ型棺の下からは、この棺が安置され
る前に埋葬された人骨が出土している（図 3）。つまり、
このレンガ墓の最初の埋葬である。しかし、これらの
人骨は、バスタブ型棺を墓室内に入れる前に意図的に
破壊され、さらにその後埋められた土壌の中で水分の
高い状態にあったために、残りが非常に悪いと考えら
れる。また、人骨とともに動物骨も発見されている。
このような出土事例は他の墓でも見られる。例えば、
Operation A の上層で見つかった土坑墓からも人骨に
混じって動物骨が発見されている。動物骨の同定はま
だ行われていないが、今後も注目して研究を進めてい
きたい。
　この層からは、頭蓋骨が 1 点だけ発見されており、
分析の結果おそらく中年の女性と推定される。もう 1
体は男性と考えられ、最後の 1 体は性別が不明である。
バスタブ型棺とは逆に、ここでは、上半身よりも下半
身の骨が多く発見されている。特に中足骨と足根骨が
非常によく残っている。この棺内部の人骨と逆の現象
がなぜおこっているのか、他の報告されているアッシ
リアのレンガ墓を検証しながら、研究をさらに進めた
い。

3．衛星データを利用した景観研究
　次に衛星データを利用した景観研究について述べる。
この研究は、渡部展也（中部大学）と西山伸一（中部大
学）の両氏が担当している。地理情報学と考古学の共
同研究である。
　まず 2019 年の夏季フィールド調査中、コロナ衛星

図 3　バスタブ型棺の下から出土した埋葬人骨。

図 2　バスタブ型棺の中から出土した頭蓋骨（女性）。
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画像を利用して、ヤシン・テペ周辺の微高地で遺跡と
考えられる地点の踏査を行った。コロナ衛星画像では、
10 カ所で遺跡と予測される地点が確認できた（図 4）。
このうち 6 地点については、水田になっているなどの
物理的な理由によって到達することができなかった。
残り 4 地点のうち遺跡でなかったのは 1 地点のみで、
残り 3 地点では、土器片や焼成レンガ片を含む遺物が
採集できた。つまり、ヤシン・テペ周辺においては、
衛星画像からの判読でも遺跡を同定することは十分可
能であることが確認できた。
　2020 年度には、コロナ衛星画像（約 1.8 m 解像度の
データ）よりも解像度のさらに高い高分解能衛星画像

（0.3〜0.5 m 解像度のデータ）ならびに AW3D 高精細版

DSM（0.5 m 解像度のデータ）を利用して遺跡周辺の分
析を行った。後者は、近年の高分解能衛星画像をもと
に生成された標高データである。衛星画像は、一般に
解像度が上がる分、遺跡の可能性のある地点がもう少
し明確に見えるようになる。しかし、AW3D になる
と余計なテクスチャが見えない分、微高地のような少
しの高まりのある地点が衛星画像よりも多く判読でき
るのである（図 5）。
　実際、ヤシン・テペの半径 1 km の範囲では、衛星
画像で判別できるシミのような周囲と色の異なる地点
の数は、コロナ画像でも高分解能衛星画像でもそれほ
ど大きく変わらなかった。ただ、後者で 1 カ所、新た
な地点が見つかった。しかし、AW3D になると遺跡

図 4　コロナ衛星画像から同定した遺跡の可能性をもつ地点。

図 5　�AW3D高精細版DSMでみたヤシン・テペ遺跡周辺の微高地。このうち 4地点
は遺跡と確認されている。
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の可能性が高い地点がさらにもう 1 カ所見つかった。
ヤシン・テペの周辺 3 km 四方になると、さらに数は
増え、少なくとも 5〜6 カ所の遺跡の可能性が高いと
思われる微高地が AW3D で確認できた。むろん、こ
れらを現地にて確認する必要があるが、衛星データを
利用することでこれらの微高地を現地で探索する時間
とマンパワーを大幅に削減できると予測される。
　 こ れ ま で 私 た ち と Shahrizor Survey Project（ 団
長：シモーネ・ミュール博士）によってヤシン・テペ
周辺で確認されているテル型遺跡は、テル・ベスタン
スール、テル・カージャウ、テル・マーリフ、テル・
カ ラ ゴ ル、 そ し て SSP-4 と SSP-5 の 6 つ で あ る。
SSP-4 はニスカー・ジョウ、SSP-5 はハーク・ホルと
私たちによって命名されている。上記のコロナ衛星画
像、高分解能衛星画像、および AW3D を利用すると
ハーク・ホルのさらに東に 1 つ、ヤシン・テペ周辺で
は 5 つの新たな遺跡と考えられる地点が確認できるの
である。
　一方で AW3D では、判別できない地点もある。例
えば、ヤシン・テペの南東 150〜200 m の範囲には、
水門のような 2 つに分かれた遺構がコロナ衛星画像や
高分解能衛星画像で確認できる（図6）。しかし、AW3D
ではこれが判読できない。微高地のような標高差がな
いものだと考えられる。これがもし水門だとすると、
ヤシン・テペの「下の町」の周囲はさらに濠のような
もので囲まれていた可能性もある。いずれにせよ、現
地での踏査が不可欠である。
　このように、コロナ衛星、高分解能衛星、AW3D
とそれぞれ長所・短所がある。これらをうまく活用し、
さらに現地における踏査を繰り返すことで都市遺跡ヤ
シン・テペの周辺景観を復元することが可能であると
考える。それに際して重要なのは、近くを流れるタン
ジェロ川の旧河道の変遷を復元することと、ヤシン・
テペ周辺の古い運河の存在を確認することである。都
市内部の運河の存在についてはすでに磁気探査で可能
性を示唆されている。今後の発掘調査で都市内部の運
河の範囲を確認し、遺跡外の旧運河との関係を明らか
にしたいと考えている。

4．土壌分析による物質研究
　ヤシン・テペ遺跡では、新学術研究「都市文明の本
質：古代西アジアにおける都市の発生と変容の学術研
究」（代表：山田重郎・筑波大学教授）の一翼を担う自
然科学分析が実施されている。今回は、土壌分析によ

る成果の一部を紹介したい。
　まず、ヤシン・テペの「下の町」における文化層の
土壌堆積について、可搬型蛍光 X 線分析装置（pXRF）
を用いて元素濃度を測定した（図 7）。データを取得し
たのは 2019 年の夏季フィールド調査中であった。計
測したのは調査区 D（Operation D）で、運河又は水路
の検出があった場所である。こちらの計測ならびに研

図 6　�コロナ衛星画像（上）と高分解能衛星画像（下）で確認で
きる水門のような構造物。

図 7　�ヤシン・テペ遺跡・調査区Dの北セクション：層位と
pXRF の計測点
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究は、安間了（徳島大学）氏が担当している。調査区
D の北セクションを計測したところ、特にカルシウ
ムが 6〜13％の間で階段状に緩やかに増加と急激な減
少を示し、他の元素とまったく異なる挙動をしている
ことがわかった。急激な減少は、セクションの第 2 層
と第 3 層の間、第 4 層と第 5 層の間、および第 5 層と
第 6 層の間だった（図 8）。もともとヤシン・テペ周辺
は、石灰岩地質が顕著にみられることから、土壌の組
成は、高カルシウム堆積物がそのまま発達する様相を
呈しており、緩やかなカルシウムの増加傾向は、堆積
層の下層にカルシウムが濃集したのではなく、上層で
カルシウムが除去されたと推測される。
　つまり、鉄器時代にはすでに排水管理を伴う、地下
水利用が都市内部でも行われていた可能性を示唆し、
上述したそれぞれの層の境界には、カルシウムが流れ
出すような水の流れがある一定期間維持されたことが
推測できる。第 2 層から第 4 層までは確実に鉄器時代
なので、鉄器時代の運河又は水路の存在を示唆する。
そして、第 5 層と第 6 層は、鉄器時代と青銅器時代に
相当するため、青銅器時代の層を掘り込み、鉄器時代
の運河又は水路が維持された可能性を示唆する。今後
は、この都市内部の運河又は水路を別の場所でも検証
することで、その規模と持続時期について考察してい
きたい。
　もう 1 つの土壌分析は、2017 年に調査したレンガ
墓の中にあったバスタブ型棺内部に堆積していた土壌
に関するものである。こちらの研究は、黒澤正紀（筑
波大学）と池端慶（筑波大学）の両氏が担当している。
この土壌を日本に持ち帰り分析したところ、中に微細

な金属片と骨片が混入していることが判明した。金属
片は、棺内に副葬されていた金属製品が腐食して微細
片になったと思われる（図 9）。一方、骨片（バイオア
パタイト）は、埋葬された人骨に由来すると思われる。
　この研究の挑戦は、土壌中に溶け込んだ金属成分か
らもとの金属器の情報を復元できないか、という点に
ある。密閉されたレンガ墓の墓室内では、地下水の影
響も少なく、金属器の腐食速度が遅いと仮定し、微量
な金属片であっても有用な情報を持っていると考えら
れる。X 線検出器付き走査型電子顕微鏡（SEM-EDS）
による分析では、金属片は腐食した青銅片と銀片であ
ることが分かった。銀は、塩化銀となって砂岩片に付
着しているものが多かった。一方、青銅片のうち腐食
の少ない部分には、当時の鋳造によると考えられる組
織が残されており（図 10）、その主成分組成から新
アッシリア帝国で流通していた低錫・小鉛タイプの青
銅と大差ないことが推定できた。また銅同位体分析か
ら、青銅器に使用された銅は、深成鉱床の初生的な銅
鉱石に由来する可能性が高いことが判明した。
　この研究は、墓室内という密閉された空間から出土

図 8　�ヤシン・テペ遺跡・調査区Dにおける pXRF で計測し
た堆積物柱の主要元素分布

図 9　�バスタブ型棺の中の土壌を採取した中に含まれていた
微細な腐食した青銅の破片

図 10　�走査電子顕微鏡でみた腐食した青銅片の中に見える
鋳造組織

24 第 28 回西アジア発掘調査報告会

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
ア
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─



した金属試料からは、当時の金属器の製作技術や金属
の特徴が引き出せることを示唆している。アッシリア
帝国で流通していたものと類似するものがヤシン・テ
ペで出土しているということは、この墓の一族は、
アッシリア文化を享受していたことを強く示唆する。

5．まとめと展望
　2020 年度は現地への渡航が残念ながらできなかっ
たが、研究の進展を見ることができた。現地での
フィールド調査が再開する時期を待ちつつ、日本でで
きることを遂行し、現地との研究協力体制を維持して
いきたい。
　人骨の分析では、性別、年齢などが判明し、人骨の
上半身と下半身の人骨の偏りが二時期の埋葬であるこ
とが明らかになった。今後、骨や歯の分析をさらに進
めることにより家族関係、食生活などを研究していき
たい。
　衛星データを利用した景観研究では、ヤシン・テペ
周辺に現在確認できているよりももっと多くの遺跡が
存在することが推測される。今後、現地での調査が再
開すれば、遺跡と思われる地点を踏査しながら、都市
景観の復元に貢献していきたい。
　最後に土壌分析からは、都市内部に運河又は水路が
存在したことの証拠となる可能性のあるカルシウムの
変動が確認できた。また墓内部の土壌分析から副葬さ
れていた金属器の様々な情報が引き出せることが判明
した。今後、分析試料を増やすことで当時の金属器生
産にアプローチしていきたい。
　ヤシン・テペ遺跡の鉄器時代における研究はまだ始
まったばかりである。古代名はむろんのこと、この都
市がどのように成立、繁栄、そして衰退していったの
かを周辺の景観を視野にいれつつ研究を進めていきた
いと考えている。

　なお、本プロジェクトは日本学術振興会・科学研究
費補助金・基盤研究（A）（一般）「文献学・考古学の協
働による紀元前 18－8 世紀の上メソポタミアの歴史研
究」（代表：山田重郎・筑波大学）（課題番号 16H01948）、
基盤研究（B）（海外学術）「古代メソポタミア北東部に
おける歴史考古学的研究」（代表：沼本宏俊・国士館大
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　また共著者以外では、宮内裕子（キプロス研究所）、
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